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(54)【発明の名称】 液晶パネルのリサイクル処理方法

(57)【要約】
【課題】  廃棄処理される液晶パネルを有効にリサイク
ルすること。
【解決手段】  シール材によって張り合わされた一対の
基板間に液晶を封入した液晶パネルに付属している偏光
板を除去する工程Ｓ２と、前記液晶パネルを加熱して前
記一対の基板を分離するとともに前記液晶を乾燥させる
工程Ｓ３と、分離後の前記基板の表面に研磨処理を施し
て表面付着物を削り取る工程Ｓ４を含み、前記ガラス基
板の分離は、４００℃以上に保持された加熱室に前記液
晶パネルを短時間配置することにより行なうことを特徴
とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  シール材によって張り合わされた一対の
基板間に液晶を封入した液晶パネルに付属している偏光
板を除去する工程と、前記液晶パネルを加熱して前記一
対の基板を分離するとともに前記液晶を乾燥させる工程
と、分離後の前記基板の表面に研磨処理を施して表面付
着物を削り取る工程を含み、前記ガラス基板の分離は、
４００℃以上に保持された加熱室に前記液晶パネルを短
時間配置することにより行なうことを特徴とする液晶パ
ネルのリサイクル処理方法。
【請求項２】  前記加熱室に前記液晶パネルを配置する
時間は、２～３分間であることを特徴とする請求項１記
載の液晶パネルのリサイクル処理方法。
【請求項３】  液晶パネルを構成するガラス基板の表面
付着物をサンドブラスト処理によって削り取る工程を含
んだ液晶パネルのリサイクル処理方法において、前記サ
ンドブラスト処理は、研磨材として、前記ガラス基板を
構成するガラスと同等成分の研磨材を用いることを特徴
とする液晶パネルのリサイクル処理方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、廃棄処理する液晶
パネルのリサイクル処理方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】製造後あるいは製造途中に廃棄処分され
る液晶パネルは従来、管理型の埋立処分場に輸送されて
埋め立て処分されるか、あるいは、溶融してセメント材
料などに再利用されていたが、環境問題への取り組みの
一環として、ガラス基板をカレット（ガラス材料として
使用される瓶屑、ガラス屑全般をカレットと言う）とし
て再利用する提案が行なわれている（特開２０００－１
８９９３９号公報など）。
【０００３】しかしながら、上記の提案は、液晶パネル
の処理に薬品による分離工程を有しているので、薬品廃
液の処理が必要になるなど工程が複雑化するという問題
点を有している。
【０００４】また、薬品による処理を不要とする方式と
しては、高温に加熱して樹脂類を熱分解する方式（特開
２０００－２４６１３号公報など）も知られているが、
数十分の加熱時間が必要であるのでスループットが長く
なるという問題や、一般的な研磨材を用いるので処理後
のガラス基板の純度が良くないなどの問題点を有してい
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】本発明は上記の点を考
慮し、薬品処理が不用なリサイクル処理方法を提供する
ことを課題とする。また、処理時間が短くて済むリサイ
クル処理方法を提供することを課題とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明の液晶パネルのリ
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サイクル処理方法は請求項１に記載のように、シール材
によって張り合わされた一対の基板間に液晶を封入した
液晶パネルに付属している偏光板を除去する工程と、前
記液晶パネルを加熱して前記一対の基板を分離するとと
もに前記液晶を乾燥させる工程と、分離後の前記基板の
表面に研磨処理を施して表面付着物を削り取る工程を含
み、前記ガラス基板の分離は、４００℃以上に保持され
た加熱室に前記液晶パネルを短時間配置することにより
行なうことを特徴とする。
【０００７】前記加熱室に前記液晶パネルを配置する時
間は、２～３分間とすることができる。
【０００８】上記の構成により、加熱時間を短縮でき、
処理のスループット時間を短くして作業効率を高めるこ
とができる。
【０００９】また、本発明の液晶パネルのリサイクル処
理方法は請求項３に記載のように、液晶パネルを構成す
るガラス基板の表面付着物をサンドブラスト処理によっ
て削り取る工程を含んだ液晶パネルのリサイクル処理方
法において、前記サンドブラスト処理は、研磨材とし
て、前記ガラス基板を構成するガラスと同等成分の研磨
材を用いることを特徴とする。
【００１０】上記の構成により、リサイクルガラスの純
度を高めることができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下本発明の実施形態について図
面を参照して説明する。図1にステップＳ１として示す
ように、リサイクル処理の対象となる液晶パネルを備え
る液晶表示装置の解体処理を実行する。液晶表示装置１
は、図2（Ａ）に示すように、液晶パネル２にドライバ
素子３や回路基板４などの周辺部品を付属して構成され
る。液晶パネル２は図2（Ｂ）に示すように、一対の基
板５，６の周囲がシール材７によって接着され、その間
に液晶（層）８が封入されている。基板５，６は、ガラ
ス基板の対向する面に電極、カラーフィルタ、配向膜、
スイッチング素子等（何れも図示せず）を選択的に配置
して構成している。基板５，６の対向する面と反対側の
面には、両面もしくは片面に偏光板９，９を貼り付けて
いる。
【００１２】ステップＳ1の解体処理を実行することに
よって、ドライバ素子３や回路基板４等を取り外し、図
２（Ｂ）に示すように偏光板９，９を有した状態の液晶
パネル２を取り出す。取り外した部品は、マテリアルリ
サイクル、あるいはサーマルリサイクルに利用する。
【００１３】尚、リサイクルパネルとして、ドライバ素
子３や回路基板４等が事前に取り外され、図２（Ｂ）に
示すように偏光板９，９を有した状態の液晶パネル２が
用意されている場合は、ステップ1の解体処理工程を省
略することができる。
【００１４】次に、ステップＳ２の偏光板処理を実行す
ることによって、液晶パネル２に貼付している偏光板９
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を取り外し、液晶パネル２を図２（Ｃ）に示すような状
態とする。偏光板９は、その隅を鋭利な刃物などを用い
て捲り、捲った部分を取り外し用のローラ（図示せず）
に固定してローラを回転することによって巻き取ること
ができる。偏光板９，９は、常温状態でも巻き取りによ
って取り外すことができるが、１００℃前後例えば８０
℃～１５０℃程度に加熱してから巻き取ることが望まし
い。このように加熱すことにより、接着剤が強力な場合
などにおいても偏光板の取り外しを容易に行なうことが
できるとともに、この加熱を次の加熱工程Ｓ３の予備加
熱と兼ねることもできる。取り外した偏光板９は、マテ
リアルリサイクル、あるいはサーマルリサイクルに利用
する。
【００１５】尚、リサイクルパネルとして、ドライバ素
子３や回路基板４、並びに偏光板等が事前に取り外さ
れ、図２（Ｃ）に示すように偏光板を有しない状態の液
晶パネルが用意されている場合は、ステップ1の解体処
理工程、並びにステップ２の偏光板処理工程を省略する
ことができる。
【００１６】偏光板９の取り外しが終わると、ステップ
Ｓ３の加熱処理を実行する。この加熱処理は、図２
（Ｃ）に示す状態のパネルを４００℃以上の高温（好ま
しくは４５０℃～５００℃）に加熱された電気炉などの
加熱室（図示せず）に所定時間入れて加熱することによ
って行われる。この加熱処理は、シール材７の接着能力
をなくして一対の基板５，６の分離を行なうこと、並び
に、分離後の基板５，６に付着している液晶の水分を蒸
発させて表面を乾燥（焼成）させた状態とすることを目
的として行われる。そのため、加熱に要する時間は比較
的短くて済み、通常２～３分で良い。このように高温の
加熱室に入れて短時間で加熱するので、処理のスループ
ット時間を短縮して作業効率を高めることができる。ま
た、加熱室内は空気が満たされた通常の雰囲気でよく、
酸素（空気）の遮断や窒素などの不活性ガスの充填など
の特別の処理を必要としない。
【００１７】加熱処理の際、加熱室に収納した複数の液
晶パネル２は、固定式もしくは可動式のホルダ（図示せ
ず）に水平もしくは垂直な状態に保持することができ
る。基板５，６間の液晶を効率よく乾燥させるために
は、パネルを一定の間隔をおいて垂直状態に保持するこ
とが望ましい。加熱処理によって分離された基板５，６
の対向する面には、図２（Ｄ）に示すように、配向膜、
液晶、シール材などの有機物が完全にもしくは部分的に
焼成された後に残った固形成分や、金属配線等の無機物
による残渣が被膜状の付着物１０の状態で付着してい
る。
【００１８】加熱室から取り出した基板５，６は、その
温度が常温近くに低下するまで放置し、あるいはファン
などで送風することによって冷却される。
【００１９】尚、リサイクルパネルとして、シール材の
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分離が事前に行なわれた図２（Ｄ）に示すような基板が
用意されている場合は、ステップ1からステップ３の処
理工程を省略することができる。
【００２０】次のステップＳ４においては、この基板５
（６）表面の付着物１０を除去するための研磨処理が実
行される。研磨処理は、サンドブラスト処理を用いて行
なう。この研磨処理としては、サンドブラスト処理以外
にも、砥石やサンドペーパーを回転、もしくは前後に往
復させることによる研磨処理やそれ以外の機械的な処理
を用いることもできる。この場合は、水を必要としない
乾燥タイプの研磨処理とすることが、乾燥のための処理
を省略することができる点で好ましい。
【００２１】サンドブラスト処理は、図２（Ｄ）に示す
ように研磨材となる硬質の粒子（ビーズ）１１を圧縮空
気と共にノズル１２の先から吹き出して基板５（６）表
面に当てることによって行われる。研磨対象となる基板
５（６）を固定してノズル１２を移動しても良いし、ノ
ズル１２を固定して基板５（６）を移動させても良く、
両者が相対的に移動するようにすれば良い。基板５
（６）は、ホルダ（図示せず）に一枚ずつもしくは複数
枚を広げた状態で配置することができる。この時、基板
５（６）は、水平状態でホルダに保持するが、それ以外
に垂直な状態、斜めに傾斜した状態等、種々の形態で保
持することができる。
【００２２】研磨材１１には酸化アルミニウムなどの一
般的な研磨材を使うこともできるが、この実施形態にお
いては、このリサイクル処理で得られるガラスもしくは
それと同等のガラスを砕いて作ったものを研磨材として
用いている。基板を構成するガラス基板と同等成分のガ
ラス粒子を研磨材１１として利用することによって、リ
サイクルによって得られるガラスの純度を高めることが
できる。
【００２３】この研磨によって、基板５（６）の表面に
付着した付着物１０がガラス基板表面とともに削り取ら
れ、ガラス基板の表面が露出する。この研磨によって、
純度の高いがガラス基板が得られる。
【００２４】研磨が終わると、エアーガン（図示せず）
を用いて圧縮空気を基板５（６）表面に当て、表面の付
着物を吹き飛ばすことにより清掃する。ガラス粒子を研
磨材として用いているので、ガラス基板表面のガラス以
外の不純物が少なくなり、この清掃作業に要する時間を
短くすることができる。
【００２５】このような処理によって得られたガラス基
板は、そのままで、あるいは粉砕されてカレット状態と
してマテリアルリサイクルに利用される。
【００２６】上記の実施形態は、加熱室を高温に保持
し、その中に常温もしくは予備加熱された液晶パネルを
投入するので、徐々に加熱する場合に比べて加熱時間を
短くすることができる。特に、パネルは偏光板が外さ
れ、基板の厚さが１ｍｍ前後と薄いので、急激に加熱さ
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れた場合においても熱膨張差に起因するガラスの変形や
割れの発生度合いを低くすることができ、その後のガラ
スの取り扱いを容易にすることができる。また、加熱時
間も数分程度で済むので、加熱時間を極めて短くするこ
とができる。さらにまた、基板を加熱室から常温状態に
取り出すので。加熱室内で徐々に冷却する場合に比べ
て、冷却時間を短くすることができる。
【００２７】また、上記一連の処理工程は、いずれの工
程においても薬品処理や水洗処理等を必要としない乾式
処理とすることができるので、廃液処理が不必要とな
り、処理施設の増加を抑制することができる。
【００２８】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、廃棄処理
される液晶パネルを有効にリサイクルすることができ
る。処理時間を短縮して作業効率を高めることができ *

6
*る。薬品処理が不用な乾式処理とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態を示す処理方法のフローチャ
ートである。
【図２】（Ａ）～（Ｅ）は、同実施形態の処理途中にお
ける処理対象物の断面図である。
【符号の説明】
２  液晶パネル
５  基板
６  基板
７  シール材
８  液晶（層）
９  偏光板
１１  研磨材

【図１】 【図２】
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